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　河野哲也氏の両著書は，人間の心的機能が身体
と環境が循環的に相互作用する広域システムにお
いて成立するというエコロジカル・アプローチの
視点と拡張した心の立場から，新しい心のとらえ
方を論じるものである。
　『エコロジカル・セルフ』は，心理学における
パーソナリティ理論を検討した著作である。心理
学においてパーソナリティは，個人とその物理的・
社会的環境とのかかわりにおける個人差を規定す
る，ある特徴的な思考，感情，行動の様式と定義
される（Smith et al., 2005）。本書によれば，従来
のパーソナリティ理論はパーソナリティにつねに
一貫した同一性があることを前提とし，心を個人
に内在する身体性のない集合体として扱ってきた。
これに対して著者は，過去から未来まであらゆる
環境で人間が一定の思考や感情や行動の傾向を示
すことに疑問を呈し，それら人間の傾向性として
の心理作用は，身体をもつ人間が社会的・文化的
な人間的環境において絶え間なくふるまうなかで
成立していることを主張する。エコロジカル・ア
プローチの視点では，人間の心は個体を超えて他
者にまで及ぶものであり，自己は自分のニッチに
存在するさまざまな他者への共感や模倣を通して
複数化していくと考えられる。そしてパーソナリ
ティの同一性は，環境に接して複数化し，ときに
結びつき，並立し，対立する自己を調停するダイ
ナミズムに特徴があると主張される。また，共感
や模倣によってある人が採用する行動が調整され
る点で，他者にまで超え出るあり方は規範的行動
の基盤を与えることが指摘される。最後にパーソ
ナリティ研究に必要な観点が三つ提案され，論が
締めくくられる。
　『意識は実在しない―心・知覚・自由―』は，人
間的環境の適切な記述によって，二元論的自然観と
物心二元論を放棄し，新しい自然観と心の概念を構
築することを目的として書かれたものである。本書で
の論の展開としては，まず第一章で，拡張した心の
概念が示され，心のはたらきは，社会的規範によっ
てある目的状態が設定された環境と身体との循環的
因果性という機能であると主張される。第二章では，
クオリアの話題から知覚が議論される。知覚を含む
心的現象が発揮される抽象的な場としての意識は存
在しないこと，知覚は環境の変化する刺激作用から
不変的な構造を取り出す行為であること，知覚の三
項関係的・記号的側面が指摘される。身体と環境は，
知覚を介して情報という存在論的な力の原理によっ
て結びつけられることが主張される。つづく第三章
は，人間の意図と自由とアフォーダンスの知覚につい
ての論考である。意図どおりの身体制御が困難な自
閉症スペクトラムと脳性まひの各当事者の事例を参
照しながら，行為の意図がアフォーダンスに関する
情報の知覚により生態学的システムの流れから分節
化されること，新たな行為の選択肢の提供に裏づけ
られたアフォーダンスの知覚と自由との関係が主張さ
れる。第四章では，今日の環境において多大な影響
をもつテクノロジーなどの非人間物の役割を評価可
能なアクターネットワーク理論が導入され，拡張した
心の概念がより展開される。この観点から社会制度
の実在性が強調され，言語コミュニケーションが検
討される。最後にパ スーの記号論と生態学的な知覚
論が結びつけられ，生態学的環境を理解するための
情報の存在論が提案される。
　いずれの著作も具体的かつ興味深い事例を豊富
に織りまぜて，心がどのようにとらえられるべき
かについて多角的に検討がなされている。人間的
環境における心を対象とした著者が提案するアプ
ローチからの実証的な研究がどの程度可能であり，
情報の存在論が社会にとってどのようなインパク
トをもつのか，今後の展開が期待される。
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